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第
18
回　

�

心
の
つ
ど
い
in
比
叡
山

11
月
６
日　

比
叡
山
延
暦
寺
会
館

　

第
十
八
回
「
心
の
つ
ど
い
in
比
叡
山
」（
一
隅

を
照
ら
す
運
動
総
本
部
主
催
）
を
比
叡
山
延
暦
寺

会
館
で
開
催
。
十
一
月
六
日
、
一
般
公
募
で
集
ま

っ
た
男
女
十
八
名
が
参
加
し
た
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、

例
年
実
施
し
て
い
た
宿
泊
並
び
に
室
内
に
て
、
実

施
す
る
行
事
を
控
え
開
催
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
森
定
慈
仁
一
隅
を
照
ら
す
運
動

総
本
部
長
、
雲
井
雄
善
企
画
運
営
委
員
会
委
員
長
、

一
隅
を
照
ら
す
運
動
広
報
大
使
露
の
団
姫
師
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
日
程
説
明
や
注
意
事
項
等

の
説
明
の
後
、

研
修
会
が
は
じ

ま
っ
た
。

　

最
初
に
諸
堂

参
拝
と
し
て

「
根
本
中
堂
」

「
釈
迦
堂
」「
瑠

璃
堂
」
を
巡
拝

し
た
。
比
叡
山

延
暦
寺
で
は
、

大
法
会
の
特
別

記
念
事
業
と
し

て
六
十
年
ぶ
り

と
な
る
総
本
堂

根
本
中
堂
の
改

修
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
根
本

中
堂
で
は
、
作

業
用
の
足
場
に

上
が
り
、
屋
根

と
同
じ
高
さ
か

ら
迫
力
あ
る
お

堂
の
様
子
を
見

学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、

当
日
は
織
田
信
長
に
よ
る
焼
き
討
ち
の
兵
火
を
免

れ
た
唯
一
の
建
物
で
あ
る
、
西
塔
瑠
璃
堂
並
び
に

ご
本
尊
「
薬
師
如
来
像
」
の
特
別
公
開
（
現
在
は

終
了
し
て
お
り
ま
す
）
が
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な

機
会
で
の
参
拝
と
な
っ
た
。

　

参
拝
後
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
広
報
大
使
露
の

団
姫
師
を
講
師
に
迎
え
、
延
暦
寺
会
館
「
瑞
峰
」

の
間
に
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
後
は
、
閉
講

式
並
び
に
記
念
撮
影
を
行
い
日
程
は
終
了
と
な
っ

た
。

　

研
修
会
を
終
え
た
参
加
者
ら
は
「
初
め
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
感
激
い
た
し
ま
し
た
」、

「
本
年
は
情
勢
を
鑑
み
、
実
施
さ
れ
な
い
と
諦
め

て
い
た
が
開
催
さ
れ
る
と
聞
き
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

第
三
十
五
回 

�

全
国
一
斉
托
鉢

　

令
和
二
年
十
二
月
一
日
、
第
三
十
五
回
全
国
一

斉
托
鉢
が
開
始
さ
れ
た
。
十
二
月
の
「
地
球
救
援

募
金
強
化
月
間
」
中
は
各
教
区
本
部
を
中
心
に
戸
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別
托
鉢
や
街
頭
托
鉢
が
展
開
さ
れ
、
師
走
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
各
教
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
勢
に

合
わ
せ
て
の
実
施
と
な
っ
た
。
予
期
せ
ぬ
事
態
の

中
、
令
和
三
年
二
月
四
日
現
在
で
二
十
八
会
場
の

実
施
報
告
が
あ
っ
た
。

　

全
国
で
の
募
金
総
額
は
九
百
三
十
五
万
二
千
七

百
九
十
六
円
で
、
こ
れ
ら
の
浄
財
か
ら
地
域
社
会

福
祉
向
上
の
た
め
に
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歳
末
た
す
け
あ
い
な
ど
に
届
け
ら
れ
た

ほ
か
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
「
地
球
救
援

事
務
局
」
に
四
百
六
十
六
万
二
千
四
百
四
十
九
円

が
寄
託
さ
れ
た
。各

地
の
模
様

（
令
和
三
年
二
月
四
日
ま
で
に
各
教
区
よ
り
提
出

さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
を
掲
載
）

延
暦
寺
一
山

　

令
和
二
年
十
二
月
一
日
、
比
叡
山
麓
の
大
津
市

坂
本
地
区
一
帯
で
行
わ
れ
、
今
回
で
三
十
五
回
目

を
迎
え
た
全
国
一
斉
托
鉢
に
は
、
延
暦
寺
一
山
住

職
や
職
員
、
総
勢
約
五
十
名
が
参
加
し
た
。

　

例
年
、
午
前
九
時
よ
り
、
法
螺
貝
の
音
を
合
図

に
生
源
寺
を
出
発
す
る
が
本
年
に
お
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
使
用
し
な
か
っ
た
。
托
鉢
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
「
托
鉢
実
施
に
あ
た
っ
て
の
衛
生

配
慮
に
関
す
る

注
意
事
項
」
を

作
成
し
、
コ
ロ

ナ
対
策
を
講
じ

た
上
で
行
っ
た
。

ま
た
、
坂
本
町

内
へ
の
事
前
説

明
に
お
い
て
も

例
年
よ
り
丁
寧

に
実
施
し
た
。

平
日
で
あ
っ
た

が
、
前
年
以
上

の
喜
捨
を
い
た

だ
き
、「
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切
れ
る
よ
う
に
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
の
お
声
も
頂
い
た
。

　

な
お
、
当
日
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末

た
す
け
あ
い
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
に
寄
託

さ
れ
た
。

兵
庫
教
区
本
部

・
第
二
部
で
は
十
二
月
五
日
、
本
年
は
新
型
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
戸
別
托
鉢
は
実
施
せ
ず
福

德
貴
寺
に
て
多
紀
叡
山
講
役
員
並
び
に
寺
院
関

係
者
、
総
勢
十
一
名
で
法
要
を
執
り
行
っ
た
。

浄
財
に
つ
い
て
は
事
前
に
法
要
の
会
場
で
あ
る

福
徳
貴
寺
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
法
要
内

で
募
金
協
力
者
各
家
の
先
祖
回
向
、
家
内
安
全

等
の
読
み
上
げ
を
行
っ
た
。
丹
波
篠
山
市
社
会

福
祉
協
議
会

に
十
二
万
円
、

加
東
市
社
会

福
祉
協
議
会

に
二
万
円
、

三
田
市
社
会

福
祉
協
議
会

に
二
万
円
、

地
球
救
援
事

務
局
に
九
万

三
千
八
百
円

を
寄
託
。

・
第
三
部
で
は
十
二
月
一
日
、福
田
寺
・
西
岸
寺
・

常
行
院
檀
徒
各
地
域
の
三
ヶ
所
に
て
総
勢
四
十

五
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
上
記
三
ヶ
寺
に
分

散
し
て
集
合
し
、
各
寺
院
本
堂
前
に
て
法
楽
を

行
っ
た
後
、
各
檀
徒
地
域
内
を
各
担
当
寺
院
世

話
人
の
案
内
で
戸
別
に
訪
問
し
た
。
各
家
で
は

訪
問
す
る
と
玄
関
前
に
出
て
き
て
、
読
経
を
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
加
西
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
十
万
円
、
姫
路
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

四
万
八
千
五
百
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
四

万
二
千
五
百
円
を
寄
託
。

・
第
四
部
で
は
十
二
月
一
日
、
姫
路
駅
前
か
ら
姫

路
城
前
ま
で
の
間
に
て
総
勢
十
一
名
が
托
鉢
行

脚
を
実
施
。
姫
路
駅
前
・
山
陽
百
貨
店
前
・
姫

路
城
前
の
複
数
場
所
に
お
い
て
移
動
し
な
が
ら

街
頭
托
鉢
を
実
施
。
般
若
心
経
を
唱
え
な
が
ら

─ 3 ─
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リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
の
配

布
物
を
手
渡
し
す

る
こ
と
が
困
難
な

状
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
状
況
で
も
募

金
し
て
く
だ
さ
る

方
や
天
台
宗
に
つ

い
て
質
問
し
て
く
だ
さ
る
方
が
複
数
お
ら
れ
た
。

地
球
救
援
事
務
局
に
七
万
九
百
七
十
三
円
を
寄

託
。

・
第
五
部
で
は
十
二
月
一
日
、
正
福
寺
、
美
方
郡

新
温
泉
町
湯
・
細
田
・
歌
長
地
区
に
て
総
勢
十

八
名
が
地
区
を
巡
回
し
、
托
鉢
を
実
施
。
毎
年

と
同
様
に
檀
信
徒
か
ら
の
協
力
を
得
て
の
実
施

と
な
っ
た
。
戸
口
で
待
つ
檀
家
や
後
か
ら
追
い

か
け
て
募
金
を
し
て
く
だ
さ
る
方
も
あ
り
、
地

域
の
風
物
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
海
新
聞
に
も
、

掲
載
さ
れ
た
が
僧
侶
が
列
を
な
し
て
行
脚
す
る

姿
は
手
を
合
わ
し
た
く
な
る
。
新
温
泉
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
十
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に

九
万
四
千
三
百
円
を
寄
託
。

・
第
六
部
で
は
十
一
月
二
十
九
日
、
白
毫
寺
檀
中

に
て
総
勢
三
名
が
戸
別
托
鉢
（
一
部
の
檀
家
）、

白
毫
寺
門
前
に
て
街
頭
募
金
を
実
施
。
ま
た
、

同
寺
に
お
い
て
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
十
二
月

一
日
ま
で
持
ち
寄
ら
れ
る
募
金
の
受
付
を
行
っ

た
。
十
一
月
中
盤
よ
り
急
激
な
新
型
感
染
症
の

拡
大
が
始
ま
っ
た
た
め
、
第
六
部
全
体
の
戸
別

托
鉢
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
弱
者
へ
の
手
助
け

が
必
要
で
あ
る
」
と
住
職
並
び
に
檀
徒
総
代
の

合
意
に
よ
り
実
施
の
運
び
と
な
っ
た
。
ま
た
、

以
前
よ
り
檀
信
徒
と
深
い
縁
の
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
パ

ン
ニ
ャ
・
メ
ッ
タ
・
サ
ン
ガ
が
運
営
す
る
禅
定

林
周
辺
地
域
の
大
き
な
水
害
に
よ
る
水
没
や
、

令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
た
地

域
へ
手
を
差
し
延
べ
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ

た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
イ
ン
ド
禅
定
林
周
辺
地
域
水
害
復

興
支
援
に
三

万
円
、
九
州

西
教
区
七
月

豪
雨
被
災
地

復
興
活
動
支

援
に
二
万
円
、

地
球
救
援
事

務
局
に
一
万

二
千
五
百
円

を
寄
託
。

　

十
二
月
一

日
、
寄
付
金

受
託
式
を
実

施
。
当
初
実

施
予
定
を
し

て
い
た
蓮
華

寺
檀
中
に
お

い
て
の
戸
別

托
鉢
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
中

止
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、「
托
鉢

が
は
じ
ま
っ
た
当
初
よ
り
続
け
て
い
た
地
元
の

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援
を
絶
や
す
こ
と
な

く
継
続
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
総
意
に
よ
り
、

第
六
部
寺
院
檀
信
徒
会
か
ら
地
球
救
援
募
金
と

し
て
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。
安
穏
寺
に
お
い
て
、

木
下
政
夫
檀
信
徒
会
長
か
ら
旭
成
海
副
主
事
に

寄
託
。
受
け
と
っ
た
寄
付
金
は
丹
波
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
二
万
円
を
寄
託
。

岡
山
教
区
本
部

・
第
一
部
よ
り
三
万
円
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄

託
。

・
第
二
部
で
は
寄
せ
ら
れ
た
十
二
万
円
を
第
二
部

災
害
募
金
、
九
万
五
千
六
百
八
十
八
円
を
地
球

救
援
事
務
局
に
委
託
。

・
第
四
部
で
は
各
寺
院
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
五
万
円
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を
玉
島
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
十
二
万
六
千
四

百
六
十
四
円
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。

・
第
五
部
で
は
部
内
各
寺
院
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
三

万
円
を
山
陽
新
聞
津
山
支
社
に
寄
託
。

・
第
六
部
で
は
部
内
各
寺
院
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
五

万
円
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。

山
陰
教
区
本
部

・�

十
二
月
一
日
、
第
一
部
、
第
二
部
に
お
い
て
、

本
年
は
新
型
感
染
症
に
よ
る
状
況
を
鑑
み
、
各

部
寺
院
よ
り
浄
財
が
集
め
ら
れ
た
。
地
球
救
援

事
務
局
に
第
一
部
よ
り
一
万
五
千
円
、
第
二
部

よ
り
八
万
四
千
百
八
十
四
円
を
寄
託
。

四
国
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
第
三
部
松
岳
寺
・
久
枝
地
区
に

て
総
勢
五
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
、
実
施
を
懸
念
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、

地
域
で
は
め
ず
ら
し
い
托
鉢
に
好
意
的
で
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
た
。
地
球
救
援
事
務
局
に
三
万
八
百

九
十
一
円
を
寄
託
。

九
州
東
教
区
本
部

　

九
州
東
教
区
で
は
、
教
区
の
方
針
に
よ
り
托
鉢

は
中
止
と
決
定
さ
れ
た
。
部
内
各
寺
院
よ
り
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
し
た
。

第
一
教
部
よ
り
三
万
円
、
第
二
教
部
よ
り
五
万
円
、

第
三
教
部
よ
り
四
万
五
千
円
、
第
四
教
部
よ
り
三

万
九
千
円
、
第
五
教
部
よ
り
一
万
五
千
円
、
第
六

教
部
よ
り
一
万
円
を
寄
託
。

九
州
西
教
区
本
部

　

九
州
西
教
区
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
為
、
教
区
の
方
針
に
よ
り
托
鉢
は
中
止
と

決
定
さ
れ
た
。
部
内
各
寺
院
で
は
一
隅
募
金
活
動

の
実
施
、
人
住
職
並
び
に
総
代
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

浄
財
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
し
た
。
筑
前
部

よ
り
一
万
四
千
五
百
円
、
久
留
米
部
よ
り
三
万
二

千
百
五
十
円
、
柳
川
部
よ
り
一
万
五
千
六
百
円
、

肥
前
東
部
よ
り
六
万
八
千
五
百
六
十
七
円
、
肥
前

西
部
よ
り
二
万
六
千
円
、
対
馬
部
よ
り
三
万
円
を

寄
託
。

三
岐
教
区
本
部

　

九
月
二
十
三
日
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

檀
信
徒
が
集
ま
る
事
が
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
に

よ
り
、
や
む
な
く
托
鉢
は
中
止
さ
れ
た
が
、
岐
阜

一
部
圓
興
寺
に
て
各
部
主
事
五
名
が
法
要
を
実
施

し
、
各
自
募
金
を
持
ち
寄
っ
た
。
地
球
救
援
事
務

局
に
十
万
円
を
寄
託
。

東
海
教
区
本
部

　

十
二
月
二

十
一
日
、
覚

王
山
日
泰
寺

に
て
総
勢
八

名
が
募
金
活

動
を
実
施
。

托
鉢
実
施
日

は
、
覚
王
山

日
泰
寺
の
御

縁
日
に
あ
た

り
露
店
に
て

屋
台
店
が
建

ち
並
び
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
老
若
男
女
の

人
で
賑
わ
い
、
全
て
の
人
が
マ
ス
ク
を
掛
け
、
参

拝
と
買
い
物
を
兼
ね
、
一
時
の
安
心
を
味
わ
っ
て

い
る
様
に
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
中
、僧
侶
が「
地

球
救
援
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
呼
び
か

け
に
、
参
拝
者
の
方
々
の
善
意
に
て
、
募
金
活
動

が
円
成
し
た
。
募
金
さ
れ
た
皆
様
か
ら
「
ご
く
ろ

う
様
」
と
の
声
が
あ
り
、
協
力
的
で
あ
っ
た
。
中

日
新
聞
に
五
万
円
、
天
台
仏
教
青
年
連
盟
に
十
一

万
八
千
二
百
九
十
三
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
五

万
円
を
寄
託
。
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一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り

信
越
教
区
本
部

　

十
二
月
五
日
、

善
光
寺
仁
王
門

周
辺
に
て
総
勢

十
一
名
が
街
頭

托
鉢
を
実
施
。

新
型
感
染
症
拡

大
の
状
況
で
の

実
施
で
あ
っ
た

の
で
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
・
テ
ィ

ッ
シ
ュ
は
直
接

渡
さ
ず
に
机
を

用
意
し
て
信
徒
さ
ん
に
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
し
実
施
。
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た

が
、
土
曜
日
に
行
っ
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

は
多
く
の
方
々
に
協
力
を
頂
い
た
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
か
わ
い
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。
地
球
救
援
事
務
局
に
七
万
八
千
七

百
九
十
四
円
を
寄
託
。

神
奈
川
教
区
本
部

　

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
の
期
間
を
設

け
て
教
区
内
各
寺
院
に
て
、
托
鉢
募
金
を
実
施
。

本
年
は
新
型
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
街

頭
で
の
托
鉢
は
控
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
合
計

五
十
五
ヶ
寺
の
寺
院
に
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。
神

奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
十
万
円
、
か
な
が
わ

コ
ロ
ナ
医
療
・
福
祉
等
応
援
基
金
に
十
万
円
、
教

区
仏
教
青
年
会
救
援
募
金
に
五
万
円
、
地
球
救
援

事
務
局
に
二
十
万
円
を
寄
託
。

東
京
教
区
本
部

　

東
京
教
区
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
多
く
出
て
い
た
為
、
托
鉢
参
加
者
や
募
金
協
力

者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
九
月
十
九
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
教
区
内
寺
院
に
て
募
金
箱
を
使

用
す
る
形
で
実
施
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
に
趣
旨
を
記

載
し
、
各
寺
院
の
参
詣
者
よ
り
浄
財
を
集
め
た
が
、

一
様
に
理
解
を
得
ら
れ
た
。
あ
し
な
が
育
英
会
に

二
十
万
円
、
港
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
十
万
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
二
十
万
円
を
寄
託
。

北
総
教
区
本
部

　

北
総
教
区
本
部
で
は
新
型
感
染
症
の
状
況
を
鑑

み
、
教
区
内
各
寺
院
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
の
実

施
と
な
っ
た
。
本
年
六
月
に
各
寺
院
に
募
金
箱
設

置
を
依
頼
し
、
法
事
や
盆
行
事
な
ど
で
寺
院
に
立

ち
寄
っ
た
檀
信
徒
よ
り
浄
財
を
募
っ
た
。
地
球
救

援
事
務
局
に
三
十
一
万
二
千
九
百
四
十
八
円
を
寄

託
。南

総
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
第
二
部
各
寺
院
で
は
新
型
感
染

症
対
策
と
し
て
街
頭
募
金
は
行
わ
ず
、
寺
院
ご
と

に
募
金
活
動
を
行
っ
た
。
タ
イ
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ

財
団
に
四
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
四
万
五
千

二
百
六
十
七
円
を
寄
託
。

埼
玉
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、

川
越
駅
周
辺
並

び
に
第
二
部
喜

多
院
境
内
に
て

総
勢
二
十
三
名

が
街
頭
募
金
を

実
施
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
あ

る
中
で
の
実
施

で
、
ご
協
力
い

た
だ
け
な
い
の

で
は
？
と
不
安

も
あ
っ
た
が
、
人
の
往
来
も
あ
り
多
く
の
方
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
け
た
。「
ご
苦
労
様
」「
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
ね
」
な
ど
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く

だ
さ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
励
み
に
な
っ
た
。
天

台
仏
教
青
年
連
盟
に
九
万
七
千
六
百
九
十
四
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
十
五
万
円
を
寄
託
。

群
馬
教
区
本
部

・
南
前
橋
部
で
は
十
二
月
五
日
、
壽
延
寺
周
辺
に

て
総
勢
六
一
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教

区
本
部
に
三
十
二
万
八
千
五
百
八
十
七
円
、
地
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球
救
援
事
務
局
に
五
十
万
円
を
寄
託
。

・
北
前
橋
部
で
は
十
二
月
十
七
日
、
前
橋
商
工
会

議
所
周
辺
に
て
行
わ
れ
た
檀
伝
会
議
に
て
総
勢

四
十
五
名
が
募
金
活
動
を
実
施
。
群
馬
教
区
本

部
に
三
万
四
千
七
百
六
十
円
、
地
球
救
援
事
務

局
に
四
万
円
を
寄
託
。

・
西
前
橋
部
で
は
十
二
月
一
日
、
妙
見
寺
周
辺
に

て
総
勢
五
十
七
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
上
毛

新
聞
社
に
五
万
円
、
群
馬
教
区
本
部
に
七
万
円
、

仏
教
保
護
会
に
五
万
円
、
高
崎
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
五
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
万
円

を
寄
託
。

・
高
崎
部
で
は
十
二
月
十
四
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区

本
部
に
三
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
三
万
円

を
寄
託
。

・
富
岡
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
住
職
ま
た
仏

教
会
と
合
同
で
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
社
会
福
祉

協
議
会
に
十
四
万
五
千
円
、
群
馬
教
区
本
部
に

一
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
二
万
円
を
寄
託
。

・
多
野
部
で
は
十
一
月
十
二
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区

本
部
に
二
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
一
万
円

を
寄
託
。

・
北
群
馬
部
で
は
十
二
月
七
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区

本
部
に
十
四
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
二

万
八
千
六
百
三
十
一
円
を
寄
託
。

・
沼
田
部
で
は
十
一
月
十
二
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区

本
部
に
二
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
一
万
円

を
寄
託
。

・
桐
生
部
で
は
十
一
月
十
六
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区

本
部
に
六
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
四
万
円

を
寄
託
。

・
東
前
橋
部
で
は
十
一
月
十
九
日
、
部
内
各
寺
院

に
て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教

区
本
部
に
六
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
六
万

円
を
寄
託
。

・
伊
勢
崎
部
で
は
十
一
月
二
十
日
、
部
内
各
寺
院

に
て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教

区
本
部
に
十
七
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十

七
万
八
千
三
百
円
を
寄
託
。

・
世
良
田
部
で
は
十
一
月
二
十
四
日
、
部
内
各
寺

院
に
て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬

教
区
本
部
に
一
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
一

万
円
を
寄
託
。

・
下
仁
田
部
で
は
十
二
月
十
四
日
、
部
内
各
寺
院

に
て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教

区
本
部
に
一
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
一
万

円
を
寄
託
。

・
西
群
馬
部
で
は
十
二
月
十
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区

本
部
に
一
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
一
万
円

を
寄
託
。

栃
木
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西

口
ロ
ー
タ
リ
ー
内

に
て
総
勢
二
十
九

名
が
街
頭
募
金
を

実
施
。
や
は
り
、

十
二
月
の
托
鉢
は

寒
く
、
駅
前
の
通

行
人
は
多
い
の
で
、

効
果
は
あ
る
と
思

わ
れ
た
。
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
と
共
に
募
金
活
動
を

行
っ
た
た
め
、
学
生
や
若
い
世
代
の
反
応
は
良
か

っ
た
。
地
球
救
援
事
務
局
に
四
万
九
百
五
十
三
円

を
寄
託
。

福
島
教
区
本
部

・�

福
島
教
区
本
部

で
は
十
二
月
一

日
、
郡
山
市
三

穂
田
町
内
に
て

総
勢
二
十
九
名

が
街
頭
募
金
・

托
鉢
を
実
施
。

当
日
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
周
辺

住
民
等
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
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募
金
が
集
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
、
事
前
に
案
内
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

街
頭
に
出
て
い
た
だ
け
る
方
は
少
な
か
っ
た
。

郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
三
万
円
、
地
球
救

援
事
務
局
に
四
万
八
千
四
百
九
十
八
円
を
寄
託
。

山
形
教
区
本
部

　

十
一
月
六
日
か
ら
十
二
月
十
日
の
期
間
、
山
形

教
区
全
寺
院
に
お
い
て
各
々
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

新
型
感
染
症
予
防
の
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た

新
庄
部
で
の
実
施
が
中
止
と
な
り
、
他
地
域
で
も

街
頭
募
金
の
自
粛
と
な
る
中
で
、
教
区
全
寺
院
に

て
募
金
の
協
力
を
個
別
に
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。

十
一
月
初
旬
に
議
会
・
主
事
会
で
告
知
し
た
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。
十
一
月

下
旬
か
ら
山
形
に
お
い
て
も
感
染
者
が
急
増
し
て

い
る
中
で
も
、
こ
ん
な
時
世
だ
か
ら
こ
そ
と
、
本

尊
の
前
に
置
か

れ
た
募
金
箱
へ

と
施
す
姿
は
心

温
ま
る
も
の
で

あ
っ
た
。
山
新

愛
の
事
業
団
に

七
万
一
千
五
百

七
十
二
円
、
地

球
救
援
事
務
局

に
十
三
万
二
千

円
を
寄
託
。

令
和
二
年
度
支
部
活
動
事
業
認
定
支
部

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
平
成
十
九

年
度
よ
り
宗
祖
大
師
の
お
言
葉
「
己
を
忘
れ
て
他

を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
み
な
り
」
の
精
神
で
社
会

奉
仕
活
動
を
実
践
す
る
支
部
を
奨
励
し
、
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
二
年
度
の
認
定
支
部
は

次
の
と
お
り
九
支
部
。（
申
請
時
の
内
容
を
掲
載

①
事
業
名
②
活
動
年
数
③
開
催
場
所
④
概
要
）

兵
庫
教
区
本
部

常
行
院
支
部
（
岡
山
亮
徹
支
部
長
）

①
山
下
城
跡
周
辺
保
存
会　

②
十
年　

③
兵
庫
県

加
西
市
山
下
町　

④
城
山
の
保
全
整
理
、
環
境
整

備
や
植
栽
、
竹
林
の
伐
採
・
整
理
、
景
観
の
確
保

等
を
行
っ
て
い
る
。
八
月
末
に
は
檀
徒
・
小
学
生

を
対
象
に
し
た
、
灯
ろ
う
づ
く
り
を
実
施
。

白
毫
寺
支
部
（
荒
樋
勝
善
支
部
長
）

①
コ
ス
モ
ス
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
事
業　

②
一

年　

③
兵
庫
県
丹
波
市
市
島
町　

④
過
疎
の
た
め

休
耕
田
が
多
く
、
荒
廃
が
目
立
つ
た
め
、
景
観
の

改
善
と
自
然
環
境
保
全
を
目
的
に
、
一
隅
を
照
ら

す
運
動
の
啓
発
を
推
進
。
圃
場
備
作
業
、
種
ま
き

作
業
、
除
草
作
業
、
採
種
作
業
及
び
種
の
配
布
、

開
花
中
の
公
開
並
び
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
開
花
状
況

の
報
告
、
自
然
環
境
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
。

山
陰
教
区
本
部

弥
勒
寺
支
部
（
柴
山
宣
慶
支
部
長
）

①
弥
勒
寺
一
隅
会
婦
人
部　

②
四
十
年　

③
鳥
取

県
鳥
取
市
青
谷
町　

④
境
内
の
草
取
り
や
本
堂
・

位
牌
堂
の
清
掃
を
定
期
的
に
行
い
、
年
一
回
比
叡

山
参
拝
や
秋
の
霊
場
巡
り
を
実
施
。
毎
年
二
月
十

一
日
に
は
「
弥
勒
寺
一
隅
大
会
」
を
一
隅
会
と
と

も
に
開
催
し
、
檀
信
徒
の
発
表
会
、
講
師
を
招
い

て
の
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
講
演
後
の
懇
親
会
に

て
ま
か
な
い
料
理
を
出
し
て
い
る
。「
大
般
若
会

式
」
や
「
大
師
講
」
の
際
に
も
お
こ
わ
を
配
布
。

三
岐
教
区
本
部

寳
光
院
支
部
（
鈴
木
孝
慈
支
部
長
）

①
杭
瀬
川
並
び
に
野
口
町
内
清
掃　

②
五
十
年
以

上　

③
岐
阜
県
大
垣
市　

④
年
一
回
、
檀
信
徒
に

声
を
か
け
、
寺
院
の
ま
わ
り
や
周
辺
を
流
れ
る
杭

瀬
川
を
清
掃
し
て
い
る
。
特
に
杭
瀬
川
の
中
に
不

法
投
棄
さ
れ
た
大
型
の
ゴ
ミ
や
缶
、
ビ
ン
な
ど
の

不
燃
物
な
ど
も
非
常
に
多
く
、
処
理
に
も
大
変
な

手
間
を
か
け
て
お
り
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に
も
苦

慮
し
な
が
ら
、
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。
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信
越
教
区
本
部

正
教
院
不
動
教
会
支
部（
山
崎
晃
圓
支
部
長
）

①
池
ヶ
原
老
松
会　

②
三
十
五
年　

③
新
潟
県
小

千
谷
市　

④
池
ヶ
原
神
社
の
春
の
雪
消
し
、
冬
囲

い
外
し
や
境
内
・
参
道
の
清
掃
を
実
施
。
ま
た
、

祭
前
の
清
掃
、
冬
期
前
の
清
掃
と
狛
犬
の
囲
い
等

も
実
施
し
て
い
る
。

群
馬
教
区
本
部

禪
養
寺
支
部
（
小
出
祥
弘
支
部
長
）

①
寺
献
会　

②
十
五
年　

③
群
馬
県
前
橋
市
山
王

町　

④
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
安
心
を
願
い
学
区

内
の
清
掃
、
寺
院
行
事
へ
の
青
少
年
の
参
加
促
進
、

環
境
整
備
・
保
全
活
動
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の

周
知
を
は
か
り
地
球
救
援
募
金
へ
の
協
力
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
と
学
寺
交
流
を
指
標
に
、
地
域

社
会
の
一
端
を
担
え
る
よ
う
、
一
乗
思
想
の
実
践

化
と
生
活
化
に
努
め
て
い
く
。

茨
城
教
区
本
部

來
迎
院
支
部
（
深
谷
尚
永
支
部
長
）

①
御
詠
歌
・
読
誦
会
・
仏
教
文
化
・
火
防
祭
・
研

修
会
・
奉
仕
作
業　

②
十
六
年　

③
茨
城
県
竜
ヶ

崎
市　

④
御
詠
歌
、
読
誦
会
、
仏
教
文
化
、
火
防

祭
、
研
修
会
、
奉
仕
作
業
等
の
事
業
を
講
員
一
同

喜
ん
で
活
動
し
て
い
る
。
終
了
後
は
車
座
に
な
り
、

法
話
や
近
況
報
告
、
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

陸
奥
教
区
本
部

黒
石
寺
支
部
（
藤
波
大
吾
支
部
長
）

①
竹
あ
か
り　

②
四
年　

③
岩
手
県
奥
州
市　

④

細
工
を
施
し
た
竹
を
境
内
の
一
角
に
並
べ
光
に
よ

る
異
空
間
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
お
盆
期
間
中
の

夜
、
境
内
を
一
般
に
開
放
し
、
訪
れ
た
方
に
幻
想

的
な
光
の
空
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

里
帰
り
を
し
て
い
る
精
霊
達
に
想
い
を
は
せ
、
命

へ
の
感
謝
を
思
い
起
こ
し
、
自
ら
の
心
の
中
に
美

し
い
光
を
灯
す
機
会
を
提
供
。
ま
た
、
竹
を
切
り

出
す
こ
と
で
、
近
隣
の
竹
林
の
環
境
整
備
に
も
貢

献
。安

楽
律
法
流
本
部

宗
休
寺
支
部
（
佐
藤
舜
海
支
部
長
）

①
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
み
ん
な
で
育
て
る　

②

二
年　

③
岐
阜
県
関
市
西
日
吉
町　

④
宗
休
寺
の

安
桜
会
館
と
境
内
、
敷
地
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
茶
房

宗
休
の
一
角
を
使
用
し
、
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

「
宗
休
寺
が
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
人
と
人
が

繋
が
る
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
人
の
縁
が
広
が
る

よ
う
、
誰
も
が
好
き
な
こ
と
を
企
画
し
て
、
交
流

し
た
い
」
と
い
う
考
え
の
も
と
関
市
で
活
動
す
る

市
民
を
中
心
に
企
画
し
開
催
。
主
な
行
事
と
し
て
、

日
程
決
め
の
寄
り
合
い
、
お
し
ゃ
べ
り
ブ
ラ
ン
チ

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
御
縁
市
、
お
寺
巡
り
マ
ル
シ
ェ
、

不
登
校
の
居
場
所
作
り
等
を
実
施
。

■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
九
州
西
大
会

　

九
州
西
教
区
本
部
（
嘉
瀬
慶
文
教
区
本
部
長
）

で
は
、
令
和
二
年
十
月
二
十
五
日
に
長
崎
県
新
上

五
島
町
の
伝
教
大
師
像
前
並
び
に
荒
川
体
育
館
を

会
場
に
一
隅
を
照
ら
す
運
動
九
州
西
大
会
を
開
催

し
、
三
百
名
が
参
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
会
の
様

子
を
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

て
配
信
し
実

施
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に

嘉
瀬
教
区
本

部
長
導
師
の

も
と
、
新
上

五
島
町
荒
川

郷
に
建
立
さ

れ
た
伝
教
大

師
像
の
一
周

年
記
念
法
要
、
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西
教
区
事
務
局
長
、
濱
崎
健
也
荒
川
郷
長
よ
り
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
終
了
し
た
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
浄
財
を
寄
託

　

令
和
二
年
十
二

月
十
八
日
、
総
本

部
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳

末
た
す
け
あ
い
」

と
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外

た
す
け
あ
い
」
へ

義
援
金
を
寄
託
し

た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放

送
局
か
ら
北
村
幸

弘
局
長
に
来
庁
い

た
だ
き
、
阿
部
昌

宏
一
隅
を
照
ら
す
運
動
理
事
長
、
水
尾
寂
芳
同
運

動
副
理
事
長
か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
に
は
、
十
二
月
一
日
に
比
叡

山
山
麓
坂
本
地
区
で
行
わ
れ
た
「
天
台
宗
全
国
一

斉
托
鉢
」
戸
別
托
鉢
に
て
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
五
十

万
五
千
十
一
円
。

　

海
外
た
す
け
あ
い
に
は
、
地
球
救
援
事
務
局
か

ら
五
十
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
寄
託
式
に
は
比
叡
山
幼
稚
園
か
ら
代
表

し
て
武
田
功
正
園
長
も
出
席
し
、
比
叡
山
幼
稚
園

不
滅
の
法
燈

入
燈
式
並
び

に
疫
病
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
）
退

散
祈
願
法
要

が
厳
修
さ
れ

た
。

　

宗
務
総
長

代
理
と
し
て

甘
井
亮
淳
財

務
部
長
、
森
定
慈
仁
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

長
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

次
に
、
比
叡
山
延
暦
寺
前
執
行
小
堀
光
實
師

（
現
・
延
暦
寺
大
霊
園
園
長
）
に
よ
る
「
伝
教
大

師
の
教
え
～
一
隅
を
照
ら
す
～
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
た
。
小
堀
師
は
、「
今
い
る
場
所
で
精

一
杯
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
一
隅
を
照
ら
す
こ
と

に
な
る
。
皆
様
の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
伝
教

大
師
の
教
え
を
多
く
の
人
び
と
に
弘
め
る
こ
と
が
、

伝
教
大
師
や
山
王
の
神
の
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
だ

と
思
う
」
と
教
示
さ
れ
た
。
参
加
者
一
同
貴
重
な

内
容
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
広
報
大
使
で
あ

る
露
の
団
姫
師
に
よ
る
「
一
隅
を
照
ら
す
～
自
分

の
持
ち
場
で
一
生
懸
命
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
鷲
谷
順
照
一
隅
を
照
ら
す
運
動
九
州

の
有
志
に
よ
る
浄
財
が
北
村
局
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
」「
海
外
た
す
け
あ
い
」
は

国
内
外
の
支
援
の
必
要
な
方
々
の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
る
。

◎
比
叡
山
高
校
宗
内
生
が
托
鉢
浄
財
を
寄
託

　

令
和
二
年
十
二

月
二
十
三
日
、
比

叡
山
高
校
の
宗
内

生
三
名
、
山
田
真

裕
さ
ん
（
二
年
）、

西
郊
良
寛
さ
ん

（
一
年
）、
小
川
大

輝
さ
ん
（
一
年
）

と
長
山
弘
範
山
家

寮
寮
長
が
来
庁
し
、

令
和
二
年
十
二
月

五
日
に
行
わ
れ
た

「
寒
行
托
鉢
」
で
集
ま
っ
た
浄
財
九
万
九
千
二
百

六
十
三
円
を
地
球
救
援
募
金
と
し
て
、
一
隅
を
照

ら
す
総
本
部
に
寄
託
し
た
。

　

こ
の
托
鉢
は
、
宗
内
生
が
実
践
仏
教
の
一
環
と

し
て
、
大
津
市
仰
木
地
区
に
お
い
て
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
黒
素
絹
に
手
甲
、
脚
絆
、
網
代
笠

姿
に
装
束
を
整
え
、
各
家
々
を
行
脚
し
た
。

◎
三
千
院
門
跡
が
浄
財
を
寄
託

　

令
和
三
年
一
月
八
日
、
三
千
院
門
跡
の
穴
穂
行
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仁
執
事
長
、
宇

田
泰
観
総
務
部

長
が
天
台
宗
務

庁
に
来
庁
し
、

一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
へ

五
十
八
万
一
千

七
百
三
十
六
円

の
浄
財
が
寄
託

さ
れ
た
。

　

こ
の
浄
財
は
、

京
都
市
左
京
区

大
原
の
三
千
院

一
帯
で
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
日
に
実
施
さ
れ

た
、
歳
末
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
托
鉢
寒
行
」
で

集
ま
っ
た
も
の
で
、
地
球
救
援
事
務
局
の
様
々
な

救
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
る
。

◎
第
二
回
理
事
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
並
び
に
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
を
鑑
み
、
文
書
審
議
に
て
令
和
二

年
度
第
二
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
を

実
施
し
、
令
和
三
年
度
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
事

業
計
画
、
各
会
計
の
予
算
等
が
審
議
・
承
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
に
お
い
て
理
事
長
、
顧

問
、
専
務
理
事
、
理
事
、
企
画
運
営
委
員
の
改
選

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
報
告
さ
れ
た
。

【
理
事
長
】

阿
部　

昌
宏
師	

九
州
東
教
区

�

觀
音
院
住
職
：
新
任

【
顧
問
】

今
出
川
行
雲
師	

京
都
教
区

�

毘
沙
門
堂
門
主
：
新
任

杜
多　

道
雄
師	

東
京
教
区

�

大
泉
寺
住
職
：
新
任

【
専
務
理
事
】

竹
内　

純
照
師	

京
都
教
区

�

吉
祥
院
住
職
：
新
任

【
理
事
】

小
林　

祖
承
師	

延
暦
寺
一
山

�

止
観
院
住
職
：
新
任

甘
井　

亮
淳
師	

九
州
西
教
区

�

大
善
寺
住
職
：
再
任

舩
戸　

俊
宏
師	

茨
城
教
区

�

如
意
輪
寺
住
職
：
新
任

岩
田　

真
亮
師	
信
越
教
区

�
領
法
寺
住
職
：
新
任

柴
田　

真
成
師	

東
海
教
区

�

髙
田
寺
住
職
：
新
任

榎
本　

昇
道
師	

神
奈
川
教
区

�

寶
塔
寺
住
職
：
新
任

雲
井　

雄
善
師	

兵
庫
教
区

�

能
福
寺
住
職
：
再
任

【
企
画
運
営
委
員
】

雲
井　

雄
善
師	

兵
庫
教
区

�

能
福
寺
住
職
：
再
任

寺
島　

清
弘
師	

延
暦
寺
一
山

�

尊
林
坊
住
職
：
再
任

安
藤　

雅
仁
師	

東
海
教
区

�

龍
徳
寺
住
職
：
再
任

長
道　

圓
俊
師	

岡
山
教
区

�

圓
融
寺
住
職
：
再
任

清
原　

徹
雄
師	

延
暦
寺
一
山

�

惠
雲
院
住
職
：
新
任

金
子　

貴
昭
師	

東
京
教
区

�

永
安
寺
副
住
職
：
新
任
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